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(57)【要約】
本発明は、少なくとも１つのインジェクタチャンバ（９
）を有するハウジング（２０）を備える、少なくとも１
つのインジェクタ（１０）を完全に収容するためのイン
ジェクタマウント（１）に関連し、少なくとも１つのイ
ンジェクタチャンバ（９）は第１の開口部（２）および
第２の開口部（３）を備える。インジェクタチャンバ（
９）の第１の開口部（２）は、排ガスを運搬する排気ラ
イン（８）の領域（１２）に連結可能であり、インジェ
クタチャンバ（９）の第２の開口部（３）は、閉鎖部（
６）により繰り返し可能に閉鎖可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのインジェクタチャンバ（９）を有するハウジング（２０）を備える、
少なくとも１つのインジェクタ（１０）を完全に収容するためのインジェクタマウント（
１）であって、
　前記少なくとも１つのインジェクタチャンバ（９）は第１の開口部（２）および第２の
開口部（３）を有し、
　前記インジェクタチャンバ（９）の第１の開口部（２）は、排気ライン（８）の排気運
搬領域（１２）に連結可能であり、前記インジェクタチャンバ（９）の第２の開口部（３
）は、閉鎖部（６）により閉鎖可能である、インジェクタマウント（１）。
【請求項２】
　前記閉鎖部（６）は、繰り返し可能に閉じられることができる、請求項１に記載のイン
ジェクタマウント（１）。
【請求項３】
　インジェクタ（１０）は前記少なくとも１つのインジェクタチャンバ（９）内に配置さ
れ、第１のシール（４）および第２のシール（５）により、前記インジェクタチャンバ（
９）内で支持される、請求項１または請求項２に記載のインジェクタマウント（１）。
【請求項４】
　第１のシール（４）は半径方向に作用するシールであり、少なくとも部分的に雲母から
できている、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のインジェクタマウント（１）
。
【請求項５】
　前記インジェクタチャンバ（９）は、前記ハウジング（２０）内に少なくとも１つの開
口部（１３）を有する、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のインジェクタマウ
ント（１）。
【請求項６】
　前記インジェクタマウント（１）は少なくとも１つの放射状のカラー（１４）を有する
、請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のインジェクタマウント（１）。
【請求項７】
　少なくとも１つの供給ライン（１５）または少なくとも１つの制御ライン（１６）が前
記インジェクタチャンバ（９）に通じている、請求項１から請求項６のいずれか一項に記
載のインジェクタマウント（１）。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの供給ライン（１５）または前記少なくとも１つの制御ライン（１
６）が、前記閉鎖部（６）を介して、前記インジェクタチャンバ（９）に通じている、請
求項７に記載のインジェクタマウント（１）。
【請求項９】
　前記閉鎖部（６）は、少なくとも１つのコネクタホルダ（１７）を有する、請求項１か
ら請求項８のいずれか一項に記載のインジェクタマウント（１）。
【請求項１０】
　排気ライン（８）であって、　前記排気ライン（８）上に固定された連結要素（７）と
、　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載され、かつ前記連結要素（７）と着脱可
能に連結されたインジェクタマウント（１）とを有する、排気ライン（８）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インジェクタを収容するインジェクタマウントに関する。このようなインジ
ェクタは、特に、還元剤を排気システムに加えるために用いられることができる。
【背景技術】
【０００２】
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　選択的触媒還元（ＳＣＲ）によって内燃エンジンから排ガスの窒素酸化物の含有物を低
減する方法は公知である。このプロセスにおいて、例えばアンモニアまたはその前駆体な
どの直接的な還元的作用を有する物質が排ガスに供給される。利用可能な前駆体の一例は
、尿素水溶液である。選択的触媒還元の間、アンモニアは、一酸化窒素および二酸化窒素
を用いて窒素分子および水に変換される。選択的触媒還元はＳＣＲ触媒コンバータ内で生
じる。
【０００３】
　還元剤はインジェクタによって排ガスに導入される。一般に、こうしたインジェクタは
締結（ｆａｓｔｅｎｉｎｇ）装置を有しており、この装置を利用して、インジェクタは排
ガスライン上に締結される。インジェクタは、このようにして、還元剤を直接に排ガスラ
インに噴霧する。一般に、インジェクタは高熱および機械的ストレスに曝されるものであ
り、それゆえ、損傷を受けた場合には取り替える必要がある。しかしながら、シンプルか
つ経済的な方法においてインジェクタを取り替えることは概ね不可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　それゆえ、本発明の課題は、従来技術を参照して説明された諸問題を少なくとも部分的
に解決することであり、特に、インジェクタにかかる熱的負荷および機械的負荷を軽減し
、かつインジェクタをシンプルかつ経済的な方法において変更することができるインジェ
クタマウントを示すことである。この目的はさらにまた、インジェクタを、特にシンプル
な方法においてインジェクタマウントに取り付けることができる排気ラインを示すことで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　これらの課題は、特許請求の範囲の請求項１の特徴に係るインジェクタマウントにより
達成され、かつ特許請求の範囲の請求項１１の特徴に係る排気ラインにより達成される。
本発明のさらなる有利な実施形態は、特許請求の範囲の従属項として記載された請求項に
おいて特定される。特許請求の範囲の従属項として記載された請求項に個々に提示された
特徴は、任意の技術的に有意義な方法において組み合わせられることができ、かつ本発明
のさらなる実施形態を規定することができることに留意されるべきである。さらに、特許
請求の範囲における請求項において示される特徴は、本記載においてより詳細に特定かつ
説明され、本発明のさらなる好ましい実施形態は、それによって記載される。
【０００６】
　本発明に係るインジェクタマウントは、少なくとも１つのインジェクタを完全に収容す
るために用いられ、少なくとも１つのインジェクタチャンバを有するハウジングを備え、
少なくとも１つのインジェクタチャンバは第１の開口部および第２の開口部を有し、イン
ジェクタチャンバの第１の開口部は、排気ラインの排気運搬領域に連結可能であり、イン
ジェクタチャンバの第２の開口部は、閉鎖部により閉鎖可能である。
【０００７】
　ハウジングは、特に、金属体であり、好ましくは、管状の中空の形状からなる。しかし
ながら、インジェクタがインジェクタチャンバ内に完全に収容されることができるのであ
れば、他の形のハウジングもまた可能である。ハウジングは、中央軸に沿って（管状のハ
ウジングの場合）または中心線に沿って伸びる長さを有する。管状のハウジングの場合、
その長さはさらに、ハウジングの第１の前面からハウジングの第２の前面へと延びる。長
さは２０ｃｍ以下、好ましくは１５ｃｍ以下、および特に好ましくは１０ｃｍ以下である
。ハウジングはさらに、幅、または（管状のハウジングの場合）、その長さ（あるいは中
央軸または中心線）に直交して延びる直径を有し、その幅は、１０ｃｍ以下、好ましくは
５ｃｍ以下、および特に好ましくは２．５ｃｍ以下である。インジェクタマウントのハウ
ジングは、さらに、少なくとも１つのインジェクタチャンバを有し、これは、少なくとも
１つのインジェクタが完全にその中に配置可能であるキャビティである。「完全に」とは
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、特に、インジェクタが、いかなる位置においても、インジェクタマウントのハウジング
の外側境界（例えば開口部）を越えて突出しないことを意味する。インジェクタは、還元
剤供給口（ｆｅｅｄ）を有するインジェクタハウジング、ノズル、および、インジェクタ
によって還元剤放出を制御するためのバルブから少なくとも成る。さらに、インジェクタ
はまた、ＳＣＲコントローラの制御信号のための連結部を有することができる。
【０００８】
　インジェクタチャンバの第１の開口部は、還元剤がインジェクタによって排気ラインへ
と導入可能であるように配置および構成される。特に、第１の開口部は、特に管状のハウ
ジングの場合、インジェクタのノズルと一直線に並んで配置され、ハウジングの第１の前
面の領域内に置かれる。インジェクタチャンバの第２の開口部は、さらに、インジェクタ
が容易に取替え可能および／またはアクセス可能であるように、配置および構成される。
この目的のために、第２の開口部は、好ましくは、第１の開口部の反対側に置かれ、特に
、ハウジングの第２の前面の領域内に置かれる。第２の開口部は、さらに、閉鎖部によっ
て閉じられることができ、ここで第２の開口部は、好ましくは、インジェクタの動作状態
の間は閉じられ、インジェクタのメンテナンスの間には開かれる。閉鎖部は、公知の手段
によって、特に、クリンピングによる接合（ｃｒｉｍｐｅｄ　ｊｏｉｎｔ）によって、イ
ンジェクタのハウジング上に締結可能である。
【０００９】
　別の実施形態によれば、閉鎖部は繰り返し可能に閉じられることができる。第２の開口
部を繰り返し可能に閉じることができるようにするために、閉鎖部は、特に、第２の開口
部の領域において、インジェクタマウントのハウジングに対してねじで固定することがで
きる。この目的のために、ハウジングは、第２の開口部の領域および閉鎖部の領域におい
て適切なスレッド（ねじ山）を有する。しかしながら、インジェクタチャンバの第２の開
口部はまた、閉鎖部をクランピングすることにより、または、閉鎖部上において、バヨネ
ット式の締結により、インジェクタマウントのハウジング上に締結可能である。
【００１０】
　別の実施形態において、インジェクタは少なくとも１つのインジェクタチャンバ内に配
置され、第１のシールおよび第２のシールにより、インジェクタチャンバ内で支持される
。
【００１１】
　インジェクタは、第１のシールおよび第２のシールにより、インジェクタが、インジェ
クタマウントのハウジングに対して、振動を減衰する（ｖｉｂｒａｔｉｏｎａｌｌｙ　ｄ
ａｍｐｅｄ）か、またはさらに振動を切り離す（ｖｉｂｒａｔｉｏｎａｌｌｙ　ｄｅｃｏ
ｕｐｌｅｄ）ように、インジェクタチャンバ内で支持される。この目的のために、インジ
ェクタは、第１のシールおよび第２のシールを利用して支持され、特に、ハウジングから
距離を置いて支持される。それゆえ、機械的負荷を効果的に低減すること、特に、インジ
ェクタ上に作用する振動による負荷および／または熱的負荷を効果的に低減することを達
成することが可能である。第２のシールは、特に、ゴムからできたＯ型のリングである。
【００１２】
　第１のシールが半径方向に作用するシールであり、少なくとも部分的にゴム、または少
なくとも部分的に雲母からできている場合、特に有利である。特に、第１のシールは、排
気ラインの排気運搬領域から、インジェクタチャンバ（インジェクタと共に）を密封する
のに適している。「雲母（マイカ）」とはアルミノケイ酸塩である。アルミノケイ酸塩は
、シリコンが４面体構成において４つの酸素原子によって囲まれている無機物である。
【００１３】
　別の有利な実施形態によれば、第２のシールは少なくとも部分的にゴム、または少なく
とも部分的に雲母からできている。これに関連して、ゴムは、特に良い振動減衰効果を有
していることが証明されており、雲母は特に熱に対して抵抗性があることが証明されてい
る。
【００１４】
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　特に好ましい選択によれば、第１のシールは、雲母（のみ）で形成され、第２のシール
はゴム（のみ）で形成される。
【００１５】
　本発明の展開として、インジェクタチャンバは、ハウジング内で、少なくとも１つの開
口部（アパーチャ）、好ましくは複数の開口部を有することが提案される。これらの開口
部は、インジェクタチャンバから始まり、好ましくは、インジェクタマウントのハウジン
グ全体に亘って延びている。同時に、開口部は、好ましくは、半径方向に（そして均一に
）、特に、３６０度に亘って、ハウジングの周囲（円周）表面全体に亘って分配される。
驚くべきことに、振動によって生じたノイズおよび／またはインジェクタによって生じた
ノイズがそのような開口部によって低減可能であることが見出された。さらに、インジェ
クタが動作状態にある場合、すなわち、特に、インジェクタマウントが第１の開口部を介
して排気ラインに連結され、第２の開口部が閉鎖部によって閉じられる場合、インジェク
タチャンバがインジェクタの動作中に加熱している場合に、インジェクタチャンバとその
周囲との間の圧力均衡が、これらの開口部を介して生じ得る。
【００１６】
　インジェクタマウントは少なくとも１つの放射状のカラーを有することは特に有利であ
る。この少なくとも１つの放射状のカラーは、インジェクタマウントのハウジングの周囲
（円周）表面上に半径方向に配置され、熱伝導性の材料、特に金属からなる。それゆえ、
一方では、インジェクタマウントのハウジングの冷却を達成することが可能であり、他方
で、インジェクタマウントおよび／または排気ラインからの熱放射からインジェクタの連
結ラインを保護することも可能である。
【００１７】
　少なくとも１つの供給ラインまたは少なくとも１つの制御ラインがインジェクタチャン
バに通じていることはさらに有利である。供給ラインは、好ましくは、還元剤容器からイ
ンジェクタへ（逆もまた然り）と、還元剤を運ぶラインである。制御ラインは、好ましく
は、データ転送のためにおよび／または電気的に、ＳＣＲシステムの制御デバイスへとイ
ンジェクタを連結する導線である。
【００１８】
　別の有利な実施形態によれば、閉鎖部は少なくとも１つの連結ホルダを有する。これは
、例えば、閉鎖部上で、供給ラインおよび／または制御ラインを固定するコネクタを、滑
らないように固定するクランピングデバイスである。この場合、コネクタは、好ましくは
、閉鎖部の供給連結部および／または閉鎖部の制御連結部上に位置される。閉鎖部の供給
連結部および閉鎖部の制御連結部は、供給ラインおよび／または制御ラインを、インジェ
クタチャンバ内に配置されるインジェクタに連結する役割を果たす。
【００１９】
　本発明の別の態様によれば、排気ラインであって、この排気ライン上に固定された連結
要素と、この連結要素と着脱可能に連結されたインジェクタマウントとを有する、排気ラ
インもまた提案される。
【００２０】
　連結要素は、特に、スリーブ、ナット、または、インジェクタマウントを収容するのに
適した一部の他の要素であり、ここで連結要素は、特に、溶接結合部により、排気ライン
上に固定されている。インジェクタマウントは、例えば、この連結要素に、ねじによる接
合によって、着脱可能に連結される。
【００２１】
　本発明および技術的な内容は図面を参照して以下により詳細に説明される。図面は本発
明の特に好ましい実施形態を示すが、本発明はそれらに限定されないことに留意されるべ
きである。図面は概略的である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、インジェクタマウントを有する排気ラインを示す。
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【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、排気ライン８を示し、連結要素７は溶接結合部１１により、排気ライン８の外
側壁２７に、取り付けられる。この連結要素７は、インジェクタマウント（ｉｎｊｅｃｔ
ｏｒ　ｍｏｕｎｔ）１のためのレセプタクル（ｒｅｃｅｐｔａｃｌｅ）２８を有する。こ
の目的のために、連結要素７のレセプタクル２８はスレッド（ｔｈｒｅａｄ）（ここでは
図示せず）を有することができる。レセプタクル２８の直径は、インジェクタマウント１
のハウジング２０の幅２２に実質的に対応する。この実施形態において、ハウジング２０
は管状の設計である。インジェクタマウント１のハウジング２０は、さらに、第１の開口
部２から第２の開口部３へ、または、第１の前面２４から第２の前面２５へ、中央軸２３
（ここでは中心線として図示される）の方向において、延びる長さ２１を有する。ハウジ
ング２０内にはインジェクタチャンバ９がある。インジェクタチャンバ９は、第１の開口
部２によって、排気ライン８の排気運搬領域１２に連結される。第２の開口部３は、閉鎖
部６によって繰り返し可能に（ｗｉｅｄｅｒｈｏｌｂａｒ、ｒｅｐｅａｔａｂｌｙ）閉じ
られる。この目的のために、ハウジング２０および閉鎖部６はスレッド（ここでは図示せ
ず）を有する。インジェクタ１０は、第１のシール４および第２のシール５によって、イ
ンジェクタ１０のノズル３２がハウジング２０の第１の開口部２と一直線に並ぶように、
インジェクタチャンバ９内で支持される。インジェクタ１０と共に、第１のシール４は、
排気ライン８の排ガス運搬領域１２から、インジェクタチャンバ９を密封する。インジェ
クタ１０は、インジェクタハウジング３３およびバルブ３４を有し、ＳＣＲコントローラ
３１に連結されるが、バルブ３４のＳＣＲコントローラ３１への連結はここでは図示しな
い。
【００２４】
　さらに、閉鎖部６は、供給連結部１８および制御連結部１９を有する。この供給連結部
１８およびこの制御連結部１９を介して、供給ライン１５および制御ライン１６は、コネ
クタ２９により、インジェクタ１０に連結される。この配置構成において、供給ライン１
５は還元剤容器（リザーバ）３０に連結され、制御ライン１６はＳＣＲコントローラ３１
に連結される。閉鎖部６はさらに、コネクタ２９を滑らないように固定するための、コネ
クタホルダ１７を有する。
【００２５】
　インジェクタマウント１のハウジング２０は、複数の半径方向に配置された開口部（ア
パーチャ）１３を有し、これらの開口部はインジェクタチャンバ９からハウジング２０の
周囲表面２６に延びている。さらに、複数の放射状のカラー（ｒａｄｉａｔｉｏｎ　ｃｏ
ｌｌａｒ）がハウジング２０の周囲表面２６上に配置される。
【００２６】
　排気ライン８から始まって、インジェクタマウント１の要素は、以下の順番、すなわち
、底側から上側に向かって、連結要素７、第１のシール４、開口部１３、放射状のカラー
１４、第２のシール５、そして閉鎖部６という順番において、排気ライン８から、間隔を
置かれてある。
【００２７】
　ここで図に示されるインジェクタマウントにより、インジェクタは、熱的ストレスおよ
び機械的ストレスから効果的に保護されることができ、また特に、シンプルかつ経済的な
方法で変更可能である。
【符号の説明】
【００２８】
１　インジェクタマウント
２　第１の開口部
３　第２の開口部
４　第１のシール
５　第２のシール
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６　閉鎖部
７　連結要素
８　排気ライン
９　インジェクタチャンバ
１０　インジェクタ
１１　溶接結合部
１２　排気運搬領域
１３　開口部（アパーチャ）
１４　放射状のカラー
１５　供給ライン
１６　制御ライン
１７　コネクタホルダ
１８　供給連結部
１９　制御連結部
２０　ハウジング
２１　長さ
２２　幅
２３　中央軸
２４　第１の前面
２５　第２の前面
２６　周囲表面
２７　外側壁
２８　レセプタクル
２９　コネクタ
３０　還元剤容器（リザーバ）
３１　ＳＣＲコントローラ
３２　ノズル
３３　インジェクタハウジング
３４　バルブ
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